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Calculated MW:19 kDa; Observed MW:19 kDa

PTP4A2

HH13; OV-1; PRL2; HH7-2; PRL-2; PTP4A; HU-PP-1; PTPCAAX2; ptp-IV1a; ptp-IV1b
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タンパク質チロシンホスファターゼ（PTP）ファミリーの小さなクラスに属します。PTPは、様々な細胞プロセスにおいて制御的な役割を果たす細胞シグナル伝達分子です。このクラスのPTPは、タンパク質チロシンホスファターゼ触媒ドメインと特徴的なC末端プレニル化モチーフを有しています。このPTPは、C末端プレニル化を介して主に細胞膜およびエンドソーム膜に結合することが示されています。このPTPは、RabゲラニルゲラニルトランスフェラーゼII（βGGT II）のβサブユニットと相互作用することが確認されており、GGT II活性の調節因子として機能する可能性があります。哺乳類細胞におけるこの遺伝子の過剰発現は、形質転換された表現型をもたらし、腫瘍形成における役割を示唆しています。選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが報告されています。関連する偽遺伝子は、11番染色体、12番染色体、および17番染色体上に存在する。[RefSeq提供、2010年8月]
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	PTP4A2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス筋肉組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

